
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区社会福祉協議会   

練馬ボランティア・地域福祉推進センター 

 

〒176-0012 練馬区豊玉北 5-14-6 新練馬ビル 5 階 

TEL 03(3994)0208 FAX 03(3994)1224 

ホームページ https://www.neri-shakyo.com 

ブログ「ぽけっとのうらがわ」

https://blog.canpan.info/neriura/ 

WEB（PDF 版）         で検索 
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１ 

▶今月の特集  「福島に想いを寄せて」 

2・3 
2022 

 NO.413 

▲ 2・3 月のイラスト ：ボランティアのあかりさんが描いてくださいました。 

練馬区社会福祉協議会 
練馬ボランティア・地域福祉推進センター 

 

練馬区ボランティア・市民活動情報誌 

ふるさと 

 節分を過ぎ、寒い中にも春の気配を感じる季節となりました。3 月に近づき福島
ふ る さ と

に

いろんな想いを寄せる方もいらっしゃるのではないでしょうか。 

 今月号の特集では、東日本大震災後から今日まで様々な活動をしている方の想いに

スポットを当てました。 



  

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 練馬ボランティア・地域福祉推進センター、各コーナー(以下、練馬ボラセン)では、東日本大震災により練馬区内に避難

された方々の生活を応援する取り組みを行っています。その取り組みをきっかけに、東京都や福島県で活動している団体や

福島を大切に想う方々と出会ってきました。私たちも震災当時のことや福島県の文化・伝統などを教えていただいていま

す。 

                                            

                                            

                                            

特 集 

２ ３ 

市 民 活 動 情 報 
 

ボランティア情報 
 

 

 
「遺言・相続・成年後見制度」講演会 

自分の想いの遺し方 

弁護士の方から「遺言・相続・成年後見制度」

についてご講師いただきます。 

日 時：3 月 4 日(金) 14:00～16:00 

 場 所：練馬区立区民・産業プラザ 

     Coconeri ホール(練馬 1-17-1) 

     もしくはオンライン配信 

 講 師：冨永忠祐 氏(東京弁護士会) 

 定 員：100 名(先着) 参加費：無料 

 申込み：2 月 28 日(月)までに 

     会場の場合：電話、FAX にて①氏名、 

     ②住所、③電話番号、④参加動機 

       オンラインの場合：メールにて、件名 

     に「講演会参加希望」を記入の上、 

     ①当日の参加方法、②氏名、③住所、 

     ④電話番号、⑤参加動機を明記 

【申込み・問合せ】  

TEL 03(5912)4022 FAX 03(3994)1224 

E メール kenri@neri-shakyo.com 

練馬区社会福祉協議会 

権利擁護センターほっとサポートねりま 

掲 示 板 

 
 

 障害により、一人での移動が難しいお子さんが通学する

際のサポートをしてくださる方を募集しています。 
 
◆日 程 月および金曜日 7:50～8:20 

(週 1 回でも可) 

◆場 所 江古田駅近くのお子さんの自宅～学校まで 

◆問合せ TEL 03(3994)0208 
練馬ボランティア・地域福祉推進センター 

※今回は江古田エリアでの募集ですが、他のエリアで募
集する場合もあります。活動にご興味のある方は是非
一度お問い合わせください。 

 

 

 練馬 継続 

 

障害児の通学サポート 
 

古布をハサミで切り、ウエス(使い捨て雑巾)として
病院や施設に寄付します。最近は、消毒するのに使う
ため、さらに必要とされています。 

◆素 材 綿などの布(タオル、シーツ、シャツなど)
給水しにくい布は不可 
汚れシミがなく洗濯したもの 

◆受 付 大泉ボランティア・地域福祉推進コーナー
(東大泉 2-8-7) 

◆問合せ TEL 03(3922)2422 

 

古布を集めています  

ミュージックベルの発表会に向けて、障がいのある方
と一緒に楽しんでくださる方を募集します。 

 
◆日 程 【練習】★4 月 23 日、5 月 1 日、8 日、21

日、29 日、6 月 12 日、★18 日 
各日午後１時間半以内(時間未定)  

【発表会】★6 月 19 日(日)  

◆会 場 光が丘区民センター５階集会室 
 (光が丘 2-9-6) 

◆対 象 ★を含め 7 日以上参加できる方(締切 3/5） 

◆申込み・問合せ 03(5997)7858 
光が丘障害者地域生活支援センターすてっぷ 
               長内・佐藤 

 光が丘 継続 ミュージックベルを一緒に 

職人になったきっかけは？ 

もともと浪江町は農家が多く、その土地ででき 

る産業として焼物が定着しました。私が働く窯元 

「いかりや商店」の先代は当初、宿屋を営んでい 

ましたが、窯元として活動することになりました。 

窯元の職人になって 13代目です。海が近く漁 

師になることに憧れがありましたが、身近に職人が 

いた環境で育ち、なじみがあったことから窯元を引 

き継ごうと決意しました。焼物を学ぶために、愛知 

県の窯業高校専攻科に進学したのち、現場で修業 

をしました。 

練馬のみなさんへ 

震災時は、新作の展示会の最中でした

が、「これはただ事ではない」と感じ、自宅

に戻りました。親戚が亡くなり、悲しいこと

も経験し、生活の拠点も転々とする日々を

過ごしました。浪江町にあった窯も失い、

県外にある窯を借りて作業を続けたあと、

現在の窯元の拠点である白河市に移りま

した。 

 

福島の魅力はたくさんあります。みんな素朴で

温かいので、そんな人柄に触れてみてほしいと

思います。ちょっとしたときに福島に行ってみよう

かなと思ってくれたら嬉しいです。感染症が落ち

着いたら東京でも販売会を行う予定です。 

ぜひ大堀相馬焼を手に取って、福島の文化・伝

統を感じてください！ 

震災に負けず守られる伝統 

【福島こども保養プロジェクト＠練馬】 

原発事故から 11 年。被災地で暮らす子ど

もたちが健康被害を心配せず外遊びが出来る

よう、埼玉県飯能市に招きキャンプを開催し

ています。コロナ禍で 2 年間中止となって

いますが、今年は再開したいと思っていま

す！他にも、ご家族で滞在できる一時宿泊所

の運営や講演会を開催しています。 

活動にご興味のある方は、ぜひご一緒に応

援していただけると嬉しいです！ 

【練馬から南相馬のつどい】 

 福島県南相馬市の仮設住宅や施設等でマッサ

ージ支援をしています。区内では「練馬から南

相馬のつどい」を開催しています。福島県にゆ

かりのある方からのお話やコンサート、チャリ

ティマッサージなど盛りだくさんの内容になっ

ています。 

新型コロナウイルス感染症の影響で中止が続

いていますが、落ち着いたらまた必ず開催しま

す！お楽しみに！ 

問合せは、練馬ボランティア・地域福祉推進センター(P4 参照)まで 

練馬ボラセンの窓口(P4 参照)では、 

大堀相馬焼を展示・販売しています。 

ぜひお手に取ってみてください！ 

私たちも福島
ふるさと

を応援しています！ 

大堀相馬焼とは？ 

江戸後期に相馬藩（現：相馬市）で作られた 350年続く焼物。 

在郷藩士（身分の低い武士）が大堀村(現：浪江町大堀)に住む上級武士に 

命じられ、焼物を学んだことがきっかけで定着した。焼物をつくる問屋（現在の 

窯元）が１００軒ほどできたが、廃藩置県やその後の戦争等で激減し、現在約 

20軒が残っている。 

＜主な特徴＞①青ひび、②馬の絵、③二重構造 

絵は、江戸時代に狩野派の画家が描いたと言われ、相馬藩主が乗った馬を指

す。他の藩から守った馬として「相馬の神馬」と呼ばれ祀られている。相馬市

の「相馬野馬追祭り」にも由来し、神社・寺の土産品としても納品されている。 

 

大堀相馬焼の窯元の職人である

山田さんにお話を伺いました！ 

大堀相馬焼の販路は断たれ、職人は避

難していて作る力もありませんでした。そん

な時に出会ったのが練馬ボラセンです。他

にも都内の物産展に出店したところ、手に

取ってくれた東北の人から「励みになりま

す！」という声をいただきました。改めて地元

の人が支えてきた焼物の存在に気づかされ

ました。今も伝統を守り続けることができて

いるのは、家族や応援してくださる皆さんの

おかげです。 

 

 

 
 

ボランティア保険・行事保険説明会 

3 月中旬より来年度の保険加入手続きがスタ

ートします。そこで、保険会社の担当者から、

2022 年度ボランティア保険・行事保険の内容

や変更点について説明します。 

日 時：3 月 7 日(月) 14:30～16:00 

会 場：練馬区立区民・産業プラザ 

    Coconeri 研修室 4(練馬 1-17-1) 

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、 

 オンライン開催となる場合があります。 

内 容：ボランティア保険・行事保険について／ 

    手続き方法について／質疑応答 

定 員：25 名(先着順・各団体 1 名のみ) 

申込み：3 月 1 日(火)までに電話もしくは FAX 

    にて①団体・施設名(個人の場合は不 

    要)、②参加者氏名、③連絡先、④質問 

    事項をお知らせください。 
  

【申込み・問合せ】 

  TEL 03(3994)0208 FAX 03(3994)1224 

  練馬区社会福祉協議会 

  練馬ボランティア・地域福祉推進センター

 



ボランティア･市民活動情報誌｢ぽけっと｣広告募集！！ 

 ボランティア活動を支援する事業にご賛同いただけ
る企業、ＮＰＯ、施設等の広告を募集します。 

◆条 件   ①1 枠（9ｃｍ×5cm 1 号掲載）5,000 円 

②版下持込 
③「ぽけっと」発行 1 回につき 1 枠まで     
④連続掲載可 ※この枠内が 1 枠分です 

◆問合せ  TEL 03(3994)0208 

練馬区社会福祉協議会 
練馬ボランティア・地域福祉推進センター 

 
 

（p. 8 参照） 

 

 お知らせ 

下記の通り通常休館日が祝日にあたるため、臨時

休館とさせていただきます。 

○関町ボランティア・地域福祉推進コーナー 

通常休館  2 月 23 日(水) 

臨時休館  2 月 24 日(木) 

○大泉ボランティア・地域福祉推進コーナー 

通常休館  3 月 21 日(月) 

臨時休館  3 月 22 日(火) 

※バザーはお休みしています。 

【問合せ】 

練馬ボランティア・地域福祉推進センター 

および各コーナー(下記窓口案内参照) 

４ 

社  協  情  報  あ  ら  か  る  と 

▶ご意見・ご感想はお気軽に上記窓口までお寄

せください。 

▶ボランティア募集、市民活動情報の掲載をご

希望の方は上記窓口までお問い合わせくださ

い。特にイベント、講座等の告知の場合はお

早めにご相談ください。 

▶「ぽけっと」はユニバーサルフォントなど見

やすい字体を中心に使用し、編集しています。 

 
(

日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

毎
月
第
一
金
曜
日
午
後
は
職
員
研
修
の
た
め
お
休
み
で
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収集活動にご協力ください！ 

練馬ボランティア・地域福祉推進センター、

各コーナーでは、以下の物品を集めています。 

●使用済み切手 

封筒からはがさずに周囲を 5ｍｍ以上残し

て切ったものをお持ちください。(５mm

に満たない場合、活用できなくなってし

まいますのでご注意ください） 

●書き損じはがき 

●未使用の切手・はがき  

●ベルマーク 

●使用済みインクカートリッジ 

皆様からお寄せいただいた物品は、地域福祉

活動への支援に活用させていただきます。 

ご協力をお願いいたします。 

【受付・問合せ】  

練馬ボランティア・地域福祉推進センター 

及び各コーナー(P4 の相談窓口案内参照) 

 
5mm 以上 

5mm 以上 

発行日が月末になります！ 

『ぽけっと』は、次号より、発行日
を前月末とさせていただきます。次回
は、3 月下旬発行の 4 月号となりま
す。お楽しみに！ 

 

 ● 酒屋 


